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令和３年 第１２回定例会 

岩見沢市教育委員会会議録 

（令和３年１２月２２日） 
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  １  報告第１７号  教育長の一般経過報告について 

  ２  協  議  ９  令和４年度教育委員会関係予算見積り状況について 
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午前１０時００分 開会 

○三角教育長 ただ今から令和３年第１２回教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の署名委員につきましては、秋山委員さんにお願いいたします。 

 初めに、日程番号１、報告第１７号 教育長の一般経過報告について、私から説明いた

します。 

 １１月１０日から１２月１２日までの経過報告となります。 

 １１月１５日の養成塾では、第一小学校の石原校長を講師に「教員育成指標とは」をテ

ーマに岩見沢の目指す教育の実現に向けて備えるべき教師の力について協議しました。 

 １２月６日から市議会第４回定例会が開会し、１７日に閉会しています。 

 １２月１０日の経営塾では、立命館慶祥中学校・高校の江川順一校長を講師に「学校教

育目標達成のための数値目標の設定と実現に向けての取り組み」について協議をしました。 

 以上で、私からの一般経過報告を終わります。 

 委員の皆様からご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 ご意見、ご質問等がなければ、本報告については終了いたします。 

続きまして、日程番号２、協議９ 令和４年度教育委員会関係予算見積り状況について

を審議いたします。 

 説明をお願いいたします。 

○所教育部長 それでは、令和４年度予算編成に係る教育委員会関係の予算見積りの概要

について、初めに私からご説明いたします。 

 市の令和４年度予算編成方針では、大きく３つの方針が示されました。 

 １つ目は、新型コロナウイルス感染症対策に万全を期すとともに、ウィズコロナ、ポス

トコロナを見据えた地域経済の力強い回復と好循環に向けた取り組みを推進すること。 

 ２つ目は、「第２期総合戦略」による「地方創生」の推進と「第６期総合計画」に掲げる

将来の都市像を見据え、短期的な課題への対応と中長期的視点を併せ持った市政運営のレ

ベルアップを図ること。 

 ３つ目は、「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」の社会を見据え、市民サービスの向上や業務の効率

化を図るスマート・デジタル自治体の構築に取り組み、持続可能で自立した地域経営を目

指すということです。 

 これらを踏まえた、教育委員会の予算見積額については、資料２－１から資料５にかけ

て、事務事業ごとの金額をお示ししています。 

 資料２－４の一番下の合計欄をご覧ください。 

 令和４年度一般会計予算は、事業費ベースで６１億８００万円、令和３年度の当初予算

額６０億５，８００万円と比較して、５，０００万円の増となっており、一般財源ベース

では、今年度と、令和３年度と比較して３億５，０００万円、１０．７％の増という状況
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です。 

 一般財源の大幅な増加については、当初要求段階でふるさとづくり推進基金をはじめと

する基金からの繰り入れを見込んでいないことによるもので、仮に昨年度と同程度の基金

を充当すると仮定しますと、一般財源の増は９，０００万円程度となるのではないかと考

えています。 

 先日開催された庁議では、一般会計当初予算の要求ベースで３４億８，０００万円の収

支不足の状況にあると報告されたところであり、例年のことではありますが、今後、企画

財政部長及び市長ヒアリングにおいて、厳しい査定が行われることが予想されます。 

 この後、各課長から主要事業について、順次ご説明いたします。 

○戸沼学校教育課長 それでは、学校教育課の予算内容について、ご説明いたします。 

 令和４年度予算における学校教育課の事業につきましては、資料２の事業一覧にありま

すように学教１から１９までの１９事業で、いずれも継続事業となっています。 

 事業の内容については資料１－１で、３つの事業についてご説明いたします。 

 初めに、学教４、ＩＣＴ教育推進事業についてです。この事業は児童生徒１人１台端末

による授業づくりに向けて、ＩＣＴ教育に必要な環境整備や教員のＩＣＴスキルの向上を

推進することなどを目的としており、次年度は「主な事業」に記載の教育用ネットワーク

の維持管理の部分になりますが、タブレットの家庭への持ち帰りや令和６年度に予定され

ているデジタル教科書の本格導入を見据えまして、有害サイトへのアクセス制限を行うた

めのクラウド版フィルタリング、オンライン授業における安定した通信環境、データ通信

量を抑制した快適なインターネット環境などの構築に向けて、これを重点的に取り組むこ

ととしており、総額９，３８６万４，０００円を計上しております。 

 次に、学教９及び１５の学校管理事業についてです。この事業は、児童生徒への教育効

果を高めるため、小中学校における教育環境の充実を図ることを目的とした授業になりま

すが、学校運営における光熱水費や燃料費、各種委託料など、基本的な経費のほかに、学

校図書館用図書、教材教具、学校施設備品の整備などの経費を予算化しております。 

 また、次年度は、通常事業に加えまして、教員の部活動指導の負担軽減を目指して、休

日の部活動指導の段階的な地域移行に向けた土台を築くための予算を要望しており、総額

で４億９，６２９万２，０００円を計上しています。 

 最後に、学教１２及び１７の就学援助事業についてです。本事業は、生活保護世帯及び

それに準じて就学が困難と認められる世帯に対しまして、学用品費等の援助を行う事業に

なりますが、次年度は新たにクラブ活動費と卒業アルバム代を援助項目に追加すべく、予

算を要望しております。ちなみに、この２項目は、令和２年度と３年度におきまして、財

政部局の査定によって予算化が見送られてきましたが、継続要望として計上しているとこ

ろです。 

 なお、予算額については、総額で５，３７３万円になりますが、２項目の追加分として

は合計で５６３万９，０００円ということになります。 
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 学校教育課からは以上になります。 

○出口指導室長 指導室の予算内容について、ご説明いたします。 

 資料１－１から１－３をご覧ください。 

 指導室では、指導１から指導９までの９事業を予定しております。ここでは、その中か

ら４つの事業を中心にご説明いたします。 

 初めに、指導２の「学び・心はぐくむ学校活動支援事業」についてです。この事業は、

「子どもが輝く岩見沢の教育づくり」を実現するための肝となる事業です。学力向上に関

する取り組みですとか、教員の資質向上に係る取り組み、小中一貫・接続に係る取り組み、

ボランティアなど地域人材を活用した地域と連携した取り組みなどを各学校が主体的に企

画立案し、確定したものを推進する事業となっております。予算要望額については、１，

１１２万４，０００円を計上しているところでございます。 

 次に、資料３、特別支援教育推進事業についてです。この事業は、障害のある児童生徒

及び特別な教育的支援を必要とする児童生徒の自立と社会参加に向けた教育的ニーズを把

握して、適切な就学指導及び必要な支援を行うこと。また、「幼児ことばの教室」に係る事

業となります。予算要望額につきましては、特に通常学級に在籍する特別な配慮、支援が

必要な児童生徒の増加により特別支援教育支援員を現在の２５名から５名増員することを

目指しているものでありまして、総額５，１１８万９，０００円を計上しているところで

す。 

 次に、指導７、教育支援センター事業についてご説明いたします。この事業は、今年度

は教育支援コーディネーター、スクールソーシャルワーカー、それぞれ１名、さらに特別

支援教育専門員１名の３名体制の運営でしたが、いじめや不登校など多様化・複雑化する

課題に迅速かつ適切に対応するため、より手厚い相談支援体制としたいと考えており、昨

年度前半同様、４名体制が望ましいと考えております。また、増加傾向に歯止めがかから

ない不登校児童生徒に対応するため、登校支援室「みらいわ」の機能を充実させ、学校へ

の復帰、また学校や登校支援室に出向くことができない子どもや保護者への支援を強化し

ています。このことから、１，８８７万３，０００円を計上しているところです。 

 最後に、指導９、教育研究所運営事業についてです。この事業は、「子どもが輝く岩見沢

の教育づくり」の実現のために不可欠な授業づくり、授業改善を推進する事業です。教育

の理論化と実践検証を図る調査研究、さらには教職員の育成と教育の具現化を図る養成研

修などを通して教職員の資質能力の向上を図る取り組みとして推進してまいります。また、

タブレット端末を活用した授業づくりの研究を進め、児童生徒の情報活用能力の育成及び

教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図ってまいります。このことから、１，７３４万８，０

００円を計上しております。 

 指導室からは以上でございます。 

○田公学校給食課長 学校給食課の予算内容について、ご説明いたします。 

 同じく資料の１－３になります。 
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 学校給食課の事業は、２つございまして、いずれも継続事業となっております。 

 まず初めに、給食１の学校給食共同調理所運営事業でございます。この事業は、市内の

全小中学校に年間１９０食を基準として学校給食を提供するものでございます。主な内容

といたしましては、共同調理所の維持管理に係る経費といたしまして、燃料費３，４１８

万４，０００円、光熱費６，１５１万２，０００円、手数料６５８万４，０００円、委託

料３，５５０万４，０００円を計上しております。また、調理業務に係る経費といたしま

しては、委託料のうちパン加工委託料に１，９９６万２，０００円、麺加工委託料に７０

４万９，０００円、調理等業務委託に１億４，１１０万３，０００円を計上しております。 

なお、今年度まで項目がございました炊飯等業務委託につきましては、契約更新となる

来年度からは調理等業務委託の一部として実施する予定としております。これらの経費を

合わせまして、合計６億３，１６８万７，０００円を計上しております。 

 次に、給食２の学校給食共同調理所車両運行管理事業でございます。この事業は、調理

所から各学校に給食を配送する車両の運行管理事業でございます。 

 まず、学校給食配送等業務委託料といたしまして、５，１６７万７，０００円のほか、

備品購入費となります給食配送車の購入更新１台８８２万７，０００円を計上しておりま

す。これの経費と併せまして、さらに消耗品等も含めまして、最終的には６，１５６万８，

０００円を要望しているところでございます。 

 学校給食課からは以上でございます。 

○白石生涯学習・文化・スポーツ振興課長 それでは、生涯学習・文化・スポーツ振興課

の予算内容について、ご説明いたします。 

 資料の１－３及び１－４をご覧ください。 

 生涯学習・文化・スポーツ振興課の予算は、生文ス１から２７まででございます。ほと

んどが継続事業となりますが、生文ス１７、アダプテッド・スポーツ推進事業及び生文ス

２７、旧美流渡小・中学校の利活用事業は新規事業となります。当課は事業数が多いこと

から新規事業並びに予算要望額に大きな変更があったものを中心に説明をさせていただき

ます。 

 初めに、新規事業について、説明させていただきます。 

 資料１－４をご覧ください。 

 生文ス１７、アダプテッド・スポーツ推進事業です。障害者スポーツに対する理解と関

心を高め、パラスポーツに親しむことを目的として、アダスポ岩見沢を開催するほか、市

内でパラリンピックに出場を予定する日本代表等の強化合宿などを行う競技団体の受け入

れに当たり、宿泊費の一部を実行委員会を通じて支援する予算として、１６５万３，００

０円を見積もっております。 

 次に、生文ス２７、旧美流渡小・中学校の利活用事業です。平成３１年３月末に閉校し

た旧美流渡中学校の校舎について、芸術文化を主体とした利用を令和３年度から開始して

おり、令和４年度も試験利用を継続し、利活用方法の検証を行ってまいります。試験利用
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委託料のほか、利用に当たり必要となる電気保安や浄化槽、消防点検の点検委託料、各種

法定検査手数料、光熱費、校舎内に残っている不用品の廃棄手数料などを計上し、２７７

万２，０００円を見積もっているところでございます。 

 次に、継続事業について、ご説明させていただきます。 

 資料１－３をご覧ください。 

 生文ス９、岩見沢郷土科学館管理事業です。科学、創作、天文、自然などに関する学習

機会を提供するほか、郷土資料の収集・保存・展示を行っております。引き続き、岩見沢、

北村、栗沢地域の資料や展示物の集約を進めるほか、郷土科学館の維持管理費として、空

調設備の改修に係る予算など、２，５８１万５，０００円を見積もっております。 

 次に、生文ス１３、地域文化振興事業です。この事業では、市民の文化祭、子ども文化

祭の開催と支援、文化連盟への運営支援、「依田こども囲碁教室」を実施しております。こ

のうち、子ども囲碁教室に係るものとして、平成１４年から実施していた依田紀基杯争奪

全道こども囲碁大会が令和３年度をもって終了したことに伴い、当大会の補助金を皆減し

たことから、６０３万１，０００円を見積もっているところでございます。 

 次に、資料１－４をご覧ください。 

 生文ス１５、文化財・文化遺産保存管理事業です。郷土芸能の保存と伝承を促進するた

め、郷土芸能活動団体への支援のほか、指定文化財及び文化遺産の保守管理を行っていま

す。指定文化財である國兼家住宅が昨冬の雪害により損傷し、その修繕費の計上と、これ

まで個別に委託してきた管理業務の見直しに伴い、予算増となる７１４万５，０００円を

見積もっております。 

 私からの説明は以上です。 

○大内教育施設課長 続きまして、教育施設課の予算内容について、ご説明いたします。 

 資料１－４をご覧ください。 

 初めに、教施１、教職員住宅管理事業です。教職員住宅の老朽化や入居率の低下などか

ら計画に基づき、廃止、解体を進めております。令和４年度は保有する教職員住宅４４戸

について、入居中の住宅の維持管理と老朽化した空き家の解体工事などとして、３，５８

４万８，０００円を計上しております。 

 次に、教施３及び４、校舎等管理事業です。小中学校の校舎・屋体、付随する消防・電

気・暖房等の設備、外構、グラウンドなどの施設全般の維持管理を行う事業で、児童生徒

の安全の確保、教育環境の充実を図るため、計画的な改修や設備の更新等を行っておりま

す。主なものとしては、美園小屋上防水等改修工事等及び明成中校舎・屋体の屋上防水、

外壁改修工事を予定するとともに、栗沢小中一貫校整備基本構想策定支援業務を要望して

おり、小学校分として１億７，１４３万９，０００円、中学校分として２億５，４１２万

３，０００円、合計で４億２，５５６万２，０００円を計上しております。 

 次に、教施５～１６、社会教育施設等管理事業です。指定管理者制度により運営する文

化・体育施設などの設備改修や備品整備といたしまして、２億６，３２４万５，０００円
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を計上しております。主な整備内容ですが、社会教育施設管理事業では、旧栗沢文化セン

ター解体工事として１億４，８５０万円、市民会館文化センター管理事業では、市民会館

空調設備改修基本実施設計委託として、２２３万円。文化センターエレベーター改修工事

として２，８９８万５，０００円。 

 体育施設管理事業では、共通予約システム導入委託として３２９万３，０００円、北村

サッカー場整備工事実施設計委託として１，０６９万２，０００円、東山・岡山地区スポ

ーツ施設運営事業では、東山公園陸上競技場写真判定装置購入として１，４００万９，０

００円、北村トレーニングセンター運営事業ではアリーナ床等改修工事として３，３５７

万６，０００円、栗沢スポーツ公園運営事業では栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センタープール改修工事

基本・実施設計委託として３１６万８，０００円を計上しております。 

 教育施設課の予算については以上です。 

○小野子ども課長 続きまして、子ども課の予算内容について、ご説明いたします。 

 子ども課の事業は資料１－５から１－６に１１の事業がありますが、このうち３事業に

ついて説明させていただきます。 

 初めに、子ども１、子ども・子育て支援事業、１，４１８万３，０００円を計上しまし

た。この事業では、子ども・子育てプランに基づくショートステイなどの支援を行うとと

もに、その進行管理を行うため、子ども・子育て会議を運営します。 

 昨年度からの主な変更点といたしましては、ファミリー・サポート・センター事業にお

ける対象者の拡大とヤングケアラーの支援があります。会員同士で子どもを預け、預かる

ファミリー・サポート・センター事業もこの事業に含まれますが、これまでは元気な児童

だけを対象としていましたが、来年度から病児・病後児も対象とします。 

 また、ヤングケアラーへの支援としては、子ども・子育て会議での支援策の検討、児童

生徒や学校職員への周知・啓発、特別育児支援ヘルパーの活用を考えています。 

 次に、子ども７、留守家庭児童対策事業、１億１，８２０万２，０００円を計上しまし

た。児童館や学校などで放課後児童クラブを運営し、放課後の居場所の確保を行い、小学

生を持つ家庭の子育てと仕事の両立を支援してまいります。 

 なお、栗沢地区につきましては、平均登録児童数の減少のため、栗沢小学校の中にある

１年生の放課後児童クラブは今年度末で閉鎖をし、来年度から来夢２１に編入・統合いた

します。 

 次に、子ども１０、病児保育運営事業、１，０９０万８，０００円を計上しました。こ

れまで未就学児を対象として病児・病後児保育を実施してきましたが、病後児保育施設の

利用が少なく、アンケートでも認知度が高い割にニーズが限定的であるため、今年度末で

病後児保育施設を廃止する予定です。その代わり、ファミリー・サポート・センター事業

の対象を病児・病後児まで拡大することでこれまでのニーズをカバーしたいと考えていま

す。 

 子ども課の説明は以上でございます。 
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○中川図書館長 図書館の予算内容について、説明をさせていただきます。 

 引き続き、資料１－６でございます。 

 図書館につきましては、４つの事業を計画しており、そのうち２つの事業について、説

明をさせていただきたいと思います。 

 初めに、図書１、図書館活動運営事業でございます。図書資料の収集・管理と利便性の

高いサービスを提供し、子ども読書活動の推進と幅広い世代に対する読書普及活動を実施

するとともに、快適で安心して利用できるよう施設の計画的な整備を図ってまいりたいと

考え、９，１０８万７，０００円を計上いたしました。主な内容でございますが、施設修

繕といたしまして、空気調和機フィルター及びファンベルト取替修繕として５７万円を見

積りしているところでございます。 

 次に、図書４、ブックスタート事業でございます。乳幼児期から親子で本に親しむ、家

族そろっての読書習慣づくりを進める事業といたしまして、１３６万８，０００円の予算

を見積もっております。財源につきましては、橋本育英福祉基金を財源といたしまして、

赤ちゃんと保護者３９０組を対象にブックスタート・パックを送るとともに、成長段階に

応じたフォローアップ事業の充実を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

 図書館については以上でございます。 

○廣田緑陵高等学校事務長 それでは、緑陵高等学校の予算内容につきまして、ご説明い

たします。 

 引き続き、資料１－６になります。 

 初めに、学校管理事業についてです。地域社会のニーズに応えるとともに、次代を担う

人材を育成するための教育活動の推進、教育諸条件の整備、学校経営組織の適切な運営及

び施設設備の効率的な管理に努め、生徒の学力向上とキャリア教育の充実を図ることを目

的としておりまして、５億２，５０７万９，０００円を計上いたしました。前年度比１，

０２８万円の減となっておりますが、令和２年度からの間口減が３年目となり、教員数を

１名減としたことなどに伴う人件費の減が主な要因でございます。 

 次に、教材教具整備事業についてです。質の高い教育環境を維持し、特色ある教育活動

を円滑に実施するために必要な教材教具を整備する事業でございまして、２，６１２万８，

０００円を計上しております。前年度比７６万３，０００円の増となっておりますが、こ

ちらにつきましては、今年１１月より普通教室などに設置している４２インチモニターを

６５インチの大型モニターに更新したところでございますが、そのリース料を丸々１年分

計上したことなどに伴う使用料の増が主な要因となっております。 

 以上でございます。 

○三角教育長 ただ今、協議９についての説明がございました。 

 委員の皆様から、ご意見、ご質問等がございましたらお願いいたします。 

 分けてやっていきたいと思います。まずは学校教育課に関わって何かございますか。 

○杉野委員 １点、お聞きします。就学援助事業のところです。令和４年度から援助品目
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に加えられるものとして、クラブ活動費と卒業アルバム代が入っているのですが、卒業ア

ルバム代は小６と中３対象、クラブ活動費については中学校の部活動になるのか、教えて

いただきたいと思います。 

○戸沼学校教育課長 就学援助事業についてですが、卒業アルバム代については、杉野委

員のお話のとおり、小学校６年生と中学校３年生の児童生徒数によって予算化していると

ころです。また、クラブ活動費については、主は中学校ですが、小学校でも部活動をやっ

ている学校がまだありますので、そこは対象として予算化しているところです。 

 以上でございます。 

○杉野委員 小学校の部活というのは、例えば野球などでしょうか。 

○戸沼学校教育課長 学校の中で実施している、野球やサッカー、ブラスバンドなどです。 

○杉野委員 分かりました。ありがとうございます。 

○三角教育長 他に学校教育課関係はありませんか。 

 では、指導室関係はいかがでしょうか。全部で９つの事業があります。特に学校活動支

援事業と、それから特別支援教育について説明ありましたが、よろしいですか。 

 それでは、学校給食課についてはいかがでしょうか。 

○遠藤委員 資料２－２のほうで給食１の事業内容の中に給食費未納対策の強化があるの

ですが、滞納されている額について、それはこの予算の中から滞納金を納めるというよう

なことになるんでしょうか。 

○田公学校給食課長 給食費の滞納につきましては、専属の会計年度任用職員が集金等を

行います。 

○三角教育長 未納に補填されるというわけではなく、未納の方に督促したり働きかける

人員というところの手当になります。 

○遠藤委員 はい、分かりました。 

○三角教育長 他にございませんか。 

○杉野委員 １点、お願いいたします。給食２、車両運行管理事業について。昨年度と比

較すると、１，３００万円余り、増額要求という形になっていると思います。金額が大き

いのは給食配送車の更新かと思うのですが、それ以外でも結構大きいと思うのですが、委

託料が増額になったということでしょうか。 

○田公学校給食課長 給食の配送車につきましては、今年度予算とほとんど変わらないよ

うな状況でございます。配送等の委託料につきましては、これは、複数の業者から見積り

を取った中で、安いほうでもやはりこちらの金額になっております。見積りを取った業者

から増額の主な理由を聞きますと、法定福利費を措置するようにと国のほうから言われて

いるとのことで、金額が大きくなったと聞いております。 

○杉野委員 ということは、委託料が上がったということですね。 

○田公学校給食課長 はい、そうです。 

○杉野委員 分かりました。 
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○三角教育長 他にございますか。 

 それでは、生涯学習・文化・スポーツ振興課についてはどうでしょうか。一番事業数が

多く、２７事業になります。 

○菊池委員 旧美流渡小・中学校の利活用事業ですが、今後どこかに管理委託をして利用

者を募集するというイメージなのか、今後のイメージを教えてください。 

○白石生涯学習・文化・スポーツ振興課長 旧美流渡小・中学校の利活用事業については、

令和３年度の委託業者に、引き続き委託を考えております。その中で、令和３年度につい

ては一部期間に限定されていたものを、令和４年度では１年間実施ということで見積もっ

ていることから、委託料が増えています。それから、令和３年度、試験的に利用した中で

なかなか利用ができなかった部分もあり、施設の点検などをしなければ使うことができな

いということが分かってきたものですから、委託料をしっかり見た中で今年度も試験利用

を継続するということで、令和３年度と同じ事業者に委託を考えているところでございま

す。 

○菊池委員 分かりました。ありがとうございます。 

○三角教育長 他にいかがでしょうか。新事業は今説明があったものを含めて、２つとい

うことですが。 

○秋山委員 アダプテッド・スポーツ推進事業について、これから打ち出していくかと思

いますが、関係団体など、外からの要望等はあるのかどうか教えていただきたい。 

○白石生涯学習・文化・スポーツ振興課長 秋山委員のご質問にお答えします。アダプテ

ッド・スポーツ推進事業については、これまでにもアダスポ岩見沢というのはやってきて

おり、その内容を継続する形でありますが、特に団体から要望というのは、今のところは

来ておりません。ただし、これまでも受け入れをしてきた団体、車椅子ラグビーや車椅子

フェンシングといったところは念頭にあります。今年度の東京オリンピック・パラリンピ

ック開催に当たっては、ボッチャなど障害者スポーツのことも念頭にありましたので、そ

ういったところの要望があれば、また、検討したいと思っております。 

○秋山委員 分かりました。 

○三角教育長 他にございますか。 

 それでは、教育施設課について、いかがでしょうか。 

○杉野委員 １点、教えてください。体育施設関連事業のところなんですが、ここに共通

予約システム導入委託というのが入っているのですが、共通予約システムというのはどう

いうものなのか、教えていただきたいと思います。 

○大内教育施設課長 共通予約システムについて、今それぞれの施設では、電話予約とな

っており、場所によってはホームページで予約状況を確認して電話で予約など、様々な予

約方法になっているのですが、これをＷＥＢで予約できるシステムによって、利用状況の

可視化等を進めて、利用者が借りやすい状況を整備して稼働率を上げたいということで、

導入委託を考えているところでございます。 
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○杉野委員 はい、分かりました。ありがとうございます。 

○三角教育長 他にございませんか。 

○秋山委員 よろしいですか。 

 教職員住宅管理事業で、現在何戸入っておられるのか。また、かなり老朽化した住宅が

あるということで、解体等も予定されているかと思いますが、かなりお金のかかることで

すから一遍にはできないかと思いますが、来年度どのぐらいの範囲で行う計画なのか教え

ていただきたい。 

○大内教育施設課長 今年度、保有している、教職員住宅は４４戸、うち６戸が現在入居

しておりまして、来年度に２戸ほど、退去される予定でございます。計画上は、来年度の

解体戸数は４戸を予定しております。 

 以上です。 

○秋山委員 分かりました。 

○三角教育長 他にございませんか。 

 それでは、子ども課はいかがでしょうか。全部で１５事業ありますが、何かございませ

んか。 

 それでは、図書館と緑陵高等学校、併せていかがでしょうか。 

 それでは、なければ、全体を通して何かございますか。よろしいですか。 

 それでは、この件についてご異議がなければ、このようなことで進めていただくという

ことでよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 では、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、日程番号３、協議１０ 令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査

「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載についてを審議いたします。 

 説明をお願いいたします。 

○出口指導室長 令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」

への市町村別結果の掲載について、ご説明いたします。 

 資料にございますように、１１月８日付け北海道教育委員会教育長名の文書で、令和３

年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲

載についての照会がありました。同調査の実施要項において、都道府県教育委員会は市町

村教育委員会の同意を得た場合には、当該市町村名を明らかにした公表を行うことができ

るとされています。これを受け、今年度においても、北海道教育委員会として、市町村教

育委員会の同意を前提として「北海道版結果報告書」に市町村別結果を公表することを決

定し、岩見沢教育委員会に対しても結果公表について、同意を求めてきたものであります。

岩見沢市の調査結果につきましては、今後、文部科学省から結果が届き次第、例年どおり

教育研究所で分析し、改善策も含めて教育委員会ホームページにより公表していきたいと

考えております。 
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 資料の２枚目に、同意回答書がございます。さらに、次ページからは同調査の実施要領

となっているものがついております。 

 市町村別結果の掲載について、ご協議をお願いいたします。 

 私からは以上でございます。 

○三角教育長 ただ今、協議１０についての説明がございました。 

 委員の皆様から、ご意見、ご質問等がございましたらお願いいたします。公表について

同意するということでいかがでしょうか。よろしいですか。 

○杉野委員 はい。よろしいです。結果はいつ頃届くのでしょうか。 

○出口指導室長 予定では、市町村教育委員会に届くのが１２月下旬から１月上旬とされ

ております。１月中旬に各学校へという予定になっております。現段階では届いておりま

せん。 

○杉野委員 ありがとうございます。 

○三角教育長 それでは、この件についてご異議がなければ、このようなことで進めてい

ただくということでよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 それではよろしくお願いいたします。 

 続きまして、その他に移ります。 

 委員の皆さんから何かございませんか。よろしいですか。他になければ、事務局から何

かありませんか。 

○出口指導室長 令和３年度教育委員学校視察のまとめについて、お話をさせていただき

ます。 

 今年度市立小中学校及び緑陵高校、全２４校を対象とした学校視察を計画し、７月１２

日から１２月１日までの８日間で実施をいたしました。８月末から９月末までにかけて、

新型コロナウイルス感染症などの影響によって、３日分を再設定していただいたところで

すが、全学校の視察を終えることができました。その視察のまとめについて、ご説明いた

します。 

 資料をご覧ください。 

 ４の「視察内容について」からとなりますが、学校における「子どもが輝く岩見沢の教

育づくり」の取り組みについて、成果を白丸、課題を黒丸で示しております。 

 授業参観では、「教えて考えさせる」授業スタイルを基盤とした、それぞれの学校におけ

る統一した授業スタイルが定着している学校が多く見られたことや「子どもと創る授業」

への転換に向けた授業づくりを進めている学校、教員が見られたことが成果でした。また、

教育委員の皆様からもご指摘がありましたが、子どもたちの集中力や意欲などの学びに向

かう姿勢、さらにはしっとり感ある学級風土、タブレット端末の積極的な活用などが見ら

れたことも成果と受け止めております。 

 反面、教えて考えさせる授業の実践だけをなぞる授業が見られたことや、グループ活動
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が明確な目的のない単なる交流にとどまっていること。教育委員の皆様より昨年度と同内

容のご指摘があり、授業づくりの進捗状況や授業の質に学校間格差、教師間格差が見られ

るなど課題も浮き彫りとなったところです。 

 懇談においては、校長の明確な経営ビジョンに基づく指導の下、経営方針など具現化さ

れ、組織的な学校改善が進んでいることを実感できる学校もありました。 

 一方、校長の経営方針が焦点化されていない学校や、組織全体に浸透していないと感じ

られる学校も見られたかと思っております。このように学校間格差はまだ見られるものの、

新型コロナウイルス感染症に対する感染リスクを低減した上で、全ては子どもたちのため

にという学校の目的意識や意図、意欲が感じられる教育委員学校視察となったと考えてお

ります。 

 教育委員の皆様のご協力により各学校の現状を把握し、改善、充実に資する視察ができ

ましたことに感謝申し上げます。誠にありがとうございました。また、この機会に次年度

に引き継いでおくことなどがありましたらお知らせいただければなと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○三角教育長 何かございますか。 

○菊池委員 最初に学校経営の説明をしてもらったので、そのことについて気をつけなが

ら見ることができたので、とても良かったかなと、見やすかったかなと思います。これを、

また継続していただけると良いかなと思います。 

○出口指導室長 ありがとうございます。 

○三角教育長 昨年、杉野委員より要望があった視察の流れを今年度実施でき、来年度も

それを引き継ぐという形で。 

 他にございますか。 

○杉野委員 もう１点、お願いいたします。 

 コロナ禍ということで、学校現場も大変でないかなと思うのですが、学校視察を受け入

れていただいて、大変感謝いたします。それから、当初の計画から若干、日程変更になっ

たりしたんですが、全部の学校を視察できて本当に良かったなと思います。これも各学校

と難しい調整に当たっていただいた出口室長にお礼を申し上げたいと思います。大変だっ

たのではないかと思うのですが、ありがとうございました。 

 それで、来年度に向けて１点だけお願いというか、視察が始まる前に検討をしていただ

きたいと思うことについてです。我々、授業を見せていただいて、本当にありがたいなと

思います。子どもたちの様子、それから先生方の指導の様子を見せていただいて、大変嬉

しく思いますし、教育長の教育行政方針がしっかり反映しているなと、子どもたちを見て

も先生方の様子を見ても、年々素晴らしくなっているなと感じます。そんなこともあって、

懇談の中で、これは私の反省なんですが、しっかりとしたコメントも言えず、本当に反省

ばかりしていたんですが。できれば、視察前に各学校の授業づくりの視点、３本の矢など

ありましたよね。それに関わったものや、ピアサポートなど、不勉強だったところが私自
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身あるものですから、授業参観の視点をご指導いただければ、懇談の中でもう少し気の利

いたコメントもできるかなと思うんです。そんなことで、定例会の後の時間を使って、学

校視察に向けたご指導をいただければありがたいなと思うのですが、ご検討ください。よ

ろしくお願いします。 

○出口指導室長 次年度に向けて生かしていきたいと思います。 

○三角教育長 教育行政や学校行政に関わって、今ここに力点を置いてやっているという

ところをお伝えできればいいですよね。 

○杉野委員 よろしくお願いいたします。 

○三角教育長 他にございますか。それでは、この件についてはよろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

○出口指導室長 続きまして、令和４年度岩見沢市の教育を推進するにあたって（学校教

育）について、ご説明いたします。 

 資料をご覧ください。 

 この資料は、令和４年度の教育行政方針の骨子となるもので、各校長が設定する学校経

営方針に生かすことができるように教育行政方針の決定に先立って、例年１２月段階で案

として示すことにしております。 

 １枚目の「教育の動向」について、社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難となっ

ていることに加えて、新型コロナウイルス感染症という複雑化する現代の諸課題に対峙す

る時代に直面する中、人間中心の未来社会に求められる人材ですとか、学びの在り方の追

及のために必要とされる次世代の学校をどのようにつくるのかという観点に基づき、作成

しているところです。令和３年１月２６日に中央教育審議会から出された「令和の日本型

学校教育」の構築を目指してという答申を踏まえた内容としております。 

 ２枚目の表題、「子どもが輝く岩見沢の教育づくり」は今年度と同様になっております。

これは、コロナ禍にあって、なかなか進めることが難しかった子どもとつくる授業を基盤

とした協働的な学びなどを充実させるために授業観及び指導観の転換に重点を置いた取り

組みを中心として記載をしているところです。 

 ６つの重点項目の枠組みに大きな変更はありませんが、子どもが輝く教育をさらに進め

るために、子どもを徹底して大切にする教師の姿勢を前提とした授業づくりですとか、「傾

聴・受容・共感」の学校文化、学級風土を醸成するピアサポート。さらに、ＧＩＧＡスク

ール構想における１人１台のタブレット端末を活用した授業づくりをはじめとした取り組

みを推進してまいります。 

 なお、あくまでも現段階における案ということで、今後、各項目の文言等の表現内容が

変わる場合がございますので、ご承知いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○三角教育長 ここでは、次年度も「子どもが輝く」に引き続き取り組むということにな

っていきます。今の説明について何かございますか。よろしいですか。 
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（「はい」という声あり） 

○三角教育長 そのようなことで、ご承知おきください。 

 他に何かありますか。 

 では、他になければ、来月の定例会日程についてですが、１月１９日が第３水曜日とな

りますが、委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 時間は午前１０時からということでよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○三角教育長 場所については、ここ、であえーる岩見沢４階の会議室１で行います。で

は、よろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして、第１２回教育委員会定例会を終了させていただきます。ご苦労さま

でした。 

午前１１時００分 閉会 
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